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論文内容の要旨

本論文は，プラズマ CVD及びプラズマ溶射により作製されたバリアー型耐食性皮膜の耐食性について

詳細に研究するとともにバリアー型高耐食性皮膜の開発を行った成果を取りまとめたもので， 5 章から構

成されているO

第 1 章では従来の研究を概観し，本論文の意義と目的について述べている。

第 2 章では，バリアー型耐食性皮膜の候補材料として，高耐食性のクロムを取り上げ，クロムの硫酸溶

液中における分極挙動について詳細に調べた結果について述べている。また，耐食性材料をコーティング

し，バリアー型耐食性皮膜を形成した場合の問題点を指摘し，その解決手段を示している。

第 3 章では，プラズマ CVD法の原理及びプラズマ CVD装置 lについて説明を行うとともに，乙の方法

で，高度の耐食性を有する新しい皮膜としてクロムオキシカーバイド皮膜の作製を行い 乙の皮膜が7μm

の膜厚でアモノレファス合金を凌ぐ耐食性を有する乙とを明らかにしている。また，とのクロムオキシカー

バイド皮膜はTiN を凌ぐ硬質性をも有するととを明らか iとするとともに，硬質性は皮膜の結晶学的な組

織と関連がある乙とを明らかにしているーo さらに，硬質膜である TiN皮膜を作成し，その耐食性につい

て調べるとともに乙の皮膜が十分な耐食性を与える最低膜厚を推定しているO

第 4章では，プラズマ溶射装置及び、フ。ラズマ溶射の原理について説明を行うとともに，ニッケルークロ

ムー鉄系合金を溶射した軟鋼の耐食性及びニッケノレークロム合金を溶射した軟鋼の腐食挙動について考察

を行い，溶射皮膜の耐食性向上のための条件を示している。さらに，溶射皮膜の新しい封孔処理として，

クロムの溶射皮膜を高温酸化する手法を提示し，乙の方法lとより，耐食性溶射皮膜を作製できる乙とを明

らかにしている。
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第 5 章では，本研究で得られた主要な成果を取りまとめて総括としている。

論文審査の結果の要旨

本論文は，プラズマ CVD及びプラズマ溶射、法lとより，これまで殆ど未研究のバリアー型耐食性皮膜に

ついて，皮膜の耐食性及び素材に対する防食性を調べる乙とにより，基礎的な知見を得ることと，高耐食

性皮膜の開発に関してなされた研究をまとめたものであり，主な成果をあげると次のとおりである。

(1) バリアー型耐食性皮膜材料の候補の一つで、あるクロムの硫酸中における分極挙動について詳細に調べ

P H 2.0 の硫酸中ではクロムの不働態皮膜厚さは約 2Aである乙とを明らかにしている。

(2) プラズマ CVD法lとより，ヘキサカルボニルクロムを原料として高耐食性かっ高硬質のクロムオキシ

カーバイド (Cr 2CO) 皮膜を新規に作成し，乙の皮膜を約 7μm被覆したステンレス鋼は硫酸及び塩

酸中でクロム系アモルファス合金より優れた耐食性を有する乙とならびに，乙の皮膜は TiN を凌ぐ硬

質性を有する乙とを明らかにしているo

(3) プラズマ CVD法lとより鉄鋼基板上に作製した TiN 皮膜の塩酸中における耐食性を調べ， 1 4μm の

厚さにTiN を被覆した鉄鋼は優れた環境遮断性を示す乙とを明らかにしている。また，アノード分極

曲線において自然浸漬電位より 0.5 V高い電位における電流密度と皮膜厚さとには対数比例関係がある

ととを明らかにし，乙の関係より，十分な環境遮断性を与える臨界膜厚を推定している。

(4) プラズ、マ溶射法iとよりニッケルークロム合金粉末を溶射した鉄鋼試験片の硫酸中における腐食挙動に

ついて調べ，乙の試験片には活性態，不働態及び過不働態が認められる乙と及び溶射皮膜は腐食液に対

して環境遮断性に欠け，溶射皮膜を通して素材の溶出が起乙っていることを明らかにしている。また，

溶射皮膜の不働態化には潜伏時聞が存在する ζ とを明らかにしている。

(5) 高温酸化する乙とにより，クロム溶射した軟鋼の耐食性が向上する ζ と及びこの耐食性の向上の主要

な原因はクロム溶射皮膜が酸化クロムに化学変化する際の体積膨張による皮膜の封孔の効果である乙と

を明らかにしている。

以上のように本論文はプラズマ CVD及びプラズマ溶射によって作製されたバリアー型耐食性皮膜の酸

溶液中における腐食挙動の解明を通してその耐食性における問題点を明確にすると共に，バリアー型高耐

食性皮膜の開発の指針を与えており，耐食性表面処理工学に寄与するととろが大きい。よって本論文は博

士論文として価値あるものと認める。

円tF
O
 

P
O
 




